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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

渓流魚の放射性セシウム濃度は、河川全体の放射能分布状況を示す指数（以下、RCI）により

説明できる。内水面のサケ科魚類は、夏期に陸生昆虫を摂餌し 137Cs 濃度が上昇することが知ら

れており、森林が多い場所との関係が指摘されている。これまで放射性セシウムの影響により

漁業や遊漁が再開できない漁業協同組合（以下、漁協）を対象に、RCI からイワナ、ヤマメの

137Cs 濃度を推定した。今回推定式に森林率※2を適用することで推定精度が向上するか検討した

結果、推定精度の向上に寄与する可能性があることが明らかとなった。 

                                                                                                                           

（１） 漁協が漁業や遊漁の再開準備を行っている浜通り 4 河川 16 地点で 2023～2024 年に採捕さ

れたヤマメとイワナの 137Cs 濃度の 99 パーセンタイル値と、同河川における RCI との関係

式を算定した（y =1.6824427x+5.9239984）（x が RCI の自然対数）。   

（２） （１）の推定式に森林率を適用した結果、y=1.691457x+1.42552x2+4.793672 の関係式が

得られ（x2 が森林率）、AIC※3 と BIC※3を用いてヤマメとイワナの 137Cs 濃度の 99 パーセン

タイル値と推定値の当てはまりを（１）式と比較した結果、森林率を追加した場合では、当

てはまりが改善した（図 1）。なお、森林率は、河川採捕場所の上下流長さ 500m 幅 50m

の範囲の土地被覆率、RCI は採捕地点上下流 500m の範囲の集水域を用いた。 

２ 期待される効果 

（１） 休漁中の漁協における漁業や遊漁の再開エリアの予測精度を向上する手がかりとなる。 

（２） 漁業や遊漁再開のための検査重点エリアを、サンプル採捕前に特定する精度が向上し、負担

軽減、業務効率化できる。漁業や遊漁再開後の再規制による風評拡大を防止できる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 今後、森林率の適用河川を増やすとともに、算定方法や範囲等を検討し、精度を向上させ

る必要がある。 
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ヤマメ・イワナ 

 

  

図１ RCI と森林率（左）、RCI のみ（右）からの 137Cs 濃度予測値と 

実測値との関係（LN=自然対数） 

＜条件＞ヤマメ・イワナは、2023 年 4 月～2024 年 11 月までに当場の調査と緊急時モニタリング調査により 

採捕され Ge 半導体検出器で測定した。RCI に用いる航空機モニタリングデータ及び森林率に用いる 

JAXA データは 2024 年の値を用いた。 
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